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ⅡⅡⅡⅡ        調調調調    査査査査    結結結結    果果果果    のののの    概概概概    要要要要     
１ 観光客の概況 （1）総観光客数 ①①①① 平成２平成２平成２平成２６６６６年の総観光客数年の総観光客数年の総観光客数年の総観光客数 区 分 平成２６年 平成２５年 対前年増減 対前年増減率 総観光客数 ６,１８１ ６,１０９ ７２ １．２  平成２６年の総観光客数は６,１８１万人で，平成２５年と比べて７２万人（１．２％）増加し，３年連続で過去最高を更新した。 夏場の天候不良の影響が見られたものの，瀬戸内しまのわ２０１４の開催（３月２１日～１０月２６日）もあり，全体としては増加となった。  ②②②② 総観光客数の推移総観光客数の推移総観光客数の推移総観光客数の推移    本県の総観光客数は，平成元年以降ほぼ順調に推移し，｢瀬戸内しまなみ海道｣が開通  した平成１１年に初めて５,０００万人を上回った。平成１６年から平成１８年は大型観光キャンペーンの効果もあり，３年連続して過去最高を更新したものの，その後は伸び悩み，平成２１年以降は５,５００万人台で推移していた。 平成２４年は，大河ドラマ「平清盛」放送の効果もあり，６年ぶりに過去最高を更新し，平成２５年は，広島県デスティネーションキャンペーンの実施などにより，初めて６，０００万人を突破した。平成２６年は平成２５年をさらに上回り，３年連続して過去最高を更新した。 
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（2）市町・地区別観光客の状況  ①①①① 市町別総観光客数の状況市町別総観光客数の状況市町別総観光客数の状況市町別総観光客数の状況 総観光客数 市町数 前年と比べて 増加した市町 減少した市町 500 万人以上 ４市 広島市，福山市，尾道市 廿日市市 100～500 万人未満 10 市町 東広島市，北広島町， 安芸高田市，竹原市 呉市，三原市，三次市，庄原市，世羅町，府中町  50～100 万人未満 ３市町 府中市，安芸太田町  江田島市  50 万人未満 ６市町 坂町，海田町，熊野町 神石高原町，大竹市， 大崎上島町     総観光客数を市町別に見ると，広島市，廿日市市，福山市，尾道市などの瀬戸内海沿岸地域を中心に，総観光客数が多いことがわかる。    なお，前年に比べて総観光客数が増加した市町は１２，減少した市町は１１である。 
 

  図２ 総観光客数の市町別状況 
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    ②②②② 市町別総観光客数の順位（上位１０位）市町別総観光客数の順位（上位１０位）市町別総観光客数の順位（上位１０位）市町別総観光客数の順位（上位１０位）  順位 市町名 平成２６年 平成２５年 対前年増減 対前年 増減率 前年順位 １位 広 島 市 １３,６２４ １３,３２１ ３０３ ２．３ １位 ２位 廿日市市 ７,３３２ ７,４２７ ▲９５ ▲１．３ ２位 ３位 福 山 市 ６,７５８ ６,５２７ ２３１ ３．５ ３位 ４位 尾 道 市 ６,４１２ ６,３３０ ８２ １．３ ４位 ５位 呉  市 ４,２２３ ４,３９３ ▲１７０ ▲３．９ ５位 ６位 三 原 市 ３,２２２ ３,３８１ ▲１５９ ▲４．７ ６位 ７位 東広島市 ２,７７２ ２,６２４ １４８ ５．６ ９位 ８位 三 次 市 ２,７５６ ２,９４９ ▲１９３ ▲６．５ ７位 ９位 庄 原 市 ２,７１１ ２,７１２ ▲１ ▲０．０ ８位 １０位 北広島町 ２,６６８ ２,５４２ １２６ ５．０ １０位     上位１０市町の中では，東広島市及び北広島町が平成２５年と比べて５％を超える増加となったが，廿日市市ほか４市では減少となっている。      ③③③③    地区別総観光客数の状況地区別総観光客数の状況地区別総観光客数の状況地区別総観光客数の状況       地区別では，前年と比べて，芸北地区が３９万人（８．９％）と大幅に増加した。また，安芸地区が４７万人（１．５％），備後地区が５万人（０．３％）増加した。一方で，備北地区が１９万人（▲３．４％）の減となっている。  図３ 地区別総観光客数の状況 
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（3）発地別観光客の状況 ①①①①    県内・県外観光客の状況県内・県外観光客の状況県内・県外観光客の状況県内・県外観光客の状況    区 分 平成２６年 平成２６年構成比 平成２５年 対前年増減 対前年増減率 県 内 ３,４８５ ５６.４ ３,４２２ ６３ １.８ 県 外 ２,６９６ ４３.６ ２,６８７ ９ ０.３ 
 ②②②②    県内・県外観光客数の推移県内・県外観光客数の推移県内・県外観光客数の推移県内・県外観光客数の推移       県内観光客（地元観光客を含む）数は，前年比６３万人増の３,４８５万人となり，３年連続で増加し，過去最高を更新した。また，県外観光客数も前年比９万人増の２,６９６万人となり，６年連続で増加し，過去最高を更新した。   
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  ③③③③    県外観光客の発県外観光客の発県外観光客の発県外観光客の発地別状況地別状況地別状況地別状況        発地別状況については，「近畿地方」と「関東地方」がそれぞれ５００万人超で，この２地区の合計で県外観光客の半数近くを占めている。以下，「山陽地方」,「中部地方」，「九州地方」，「四国地方」，「山陰地方」の順になっている。  
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単位：万人，％ 

単位：万人 

図４ 県内・県外観光客数の推移 

図５ 発地別県外観光客数の割合 
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前年と比べた場合，「近畿地方」が２３万人，「山陽地方」が２０万人の増加となっている。一方，「関東地方」が４１万人，「中部地方」が１４万人の減少となっている。   図６ 発地別県外観光客の状況 
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 ④④④④    地区別にみ地区別にみ地区別にみ地区別にみたたたた発地別県外観光客の状況発地別県外観光客の状況発地別県外観光客の状況発地別県外観光客の状況       安芸地区は「関東，近畿，中部地方」など大都市圏からの観光客が高い割合を占めている。また，芸北地区は「山陽，九州，山陰地方」から，備後地区は「近畿，山陽，関東地方」から，備北地区は「山陽，山陰，近畿地方」からの観光客が高い割合を占めている。                 図７ 県内各地区への県外観光客の発地別割合 
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    ⑤⑤⑤⑤    市町別にみ市町別にみ市町別にみ市町別にみたたたた県内・県外観光客の状況県内・県外観光客の状況県内・県外観光客の状況県内・県外観光客の状況        観光客数の上位１０市のうち，県外客の比率が県全体の平均４３.６％を上回っているのは，広島市（７６.１％），廿日市市（６１.８％），尾道市（６０.５％），呉市（５３.８％）の４市であった。  図８ 市町別県内・県外別観光客数（上位１０市町） 
0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400 1,500広 島 市廿日市市福 山 市尾 道 市呉 市三 原 市東広島市三 次 市庄 原 市北広島町 県外 県内

 ⑥⑥⑥⑥    市町別にみ市町別にみ市町別にみ市町別にみたたたた県外観光客の発地別状況県外観光客の発地別状況県外観光客の発地別状況県外観光客の発地別状況       県外からの観光客数が多い上位５市を見ると，広島市は「関東，近畿，中部地方」から，尾道市，廿日市市は「近畿，関東地方」から，呉市は「近畿，九州地方」から，福山市は「近畿，関東地方」からの観光客が高い割合を占めている。 
  図９ 市町別県外観光客の発地別割合（上位５市町） 
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（4）目的別観光客の状況    目的別では，「都市観光」が３６．３％と最も高く（うち「美術館等」が１９.７％，「ショッピング等」が１６.６％），次いで「祭・行事」の１７.１％，「神社・仏閣」の７.４％となっている。 図１０ 目的別総観光客数の割合 
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 次に，地区別に目的別観光客の割合を見ると，安芸地区では「都市観光」（４２.３％）が圧倒的に多く，芸北地区では「その他スポーツ」（１１．４％）と「自然探勝」（９.２％）及び「温泉」（８.９％），備後地区では「都市観光」（３１.４％）と「祭・行事」（１９.９％），備北地区では「都市観光」（２５.８％）と「大規模公園等」（２０.１％）とが高い割合となっている。  図１１ 地区別の目的別総観光客数の割合 
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（5）旅行形態別観光客の状況 ①①①①    日帰り客・宿泊客の状況日帰り客・宿泊客の状況日帰り客・宿泊客の状況日帰り客・宿泊客の状況    区 分 日帰り客 宿 泊 客 観光客数 構成比 観光客数 構成比 広島県全体 ５,３９５ ８７.３ ７８６ １２.７ 安芸地区 ２,６１７ ８１.２ ６０７ １８.８ 芸北地区 ４６６ ９６.５ １７ ３.５ 備後地区 １,７９９ ９３.４ １２８ ６.６ 備北地区 ５１３ ９３.８ ３４ ６.２     本県を訪れる観光客の多くは日帰り客であり，全体の９割近く（８７.３％）を占めている。    宿泊客は，前年より３万人増加し，過去最高を更新した。地区別では，安芸地区６０７万人が県全体の７割以上（７７.２％）を占めており，次いで備後地区１２８万人，備北地区３４万人，芸北地区１７万人の順になっている。   
3,081 3,114

3,238 3,335 3,314

3,584 3,547
3,792

3,979
3,795

4,348
4,139 4,082

4,357 4,275 4,367

4,830
5,068 5,010

4,896 4,857 4,901 4,846

5,162
5,326 5,395

677 713 726 711 708 732 712 750 763 725 750 705 722 704 701 731 726 731 751 736 673 676 687 731 783 786

0
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4,000

5,000

6,000

元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

日帰り客宿泊客
  ②②②②    一般客・団体客・修学旅行客一般客・団体客・修学旅行客一般客・団体客・修学旅行客一般客・団体客・修学旅行客（注）（注）（注）（注）の状況の状況の状況の状況    区 分 一般客 団体客 修学旅行客 観光客数 構成比 観光客数 構成比 観光客数 構成比 広島県全体 ５,２５６ ８５.０% ８６１ １３.９% ６４ １.１% 安芸地区 ２,７２９ ８４.６% ４３８ １３.６% ５７ １.８% 芸北地区 ４２４ ８７.８% ５９ １２.２% ０ ０.０% 備後地区 １,６５３ ８５.８% ２６８ １３.９% ６ ０.３% 備北地区 ４５０ ８２.３% ９６ １７.５% １ ０.２%     観光客を一般客，団体客，修学旅行客別にみると，一般客が前年より８８万人，修学旅行客が２万人増加した一方で，団体客は１８万人減少した。    （注）団体客：10 人以上の団体旅行客，一般客：団体客，修学旅行客以外の旅行客 

単位：万人，％ 

図１２ 日帰り客・宿泊客数の推移 単位：万人 

単位：万人 
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一般旅行客団体旅行客修学旅行客
  （6）交通機関別観光客の状況    観光客の利用交通機関をみると，自家用車を利用したいわゆる「マイカー客」が，３,４６７万人（前年比０.５％増）と最も多く，観光客全体の５６．１％を占めている。    ついで，鉄道利用者が１,２０４万人（前年比５.１％増），バス利用者が６６６万人，船舶利用者が５８６万人（前年比２.３％増）となっている。 

        
3,467(56.1%)自家用車

1,204(19.5%)鉄道
666(10.8%)バス 586(9.5%)船舶 40(0.6%)航空機 218(3.5%)その他
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22年 23年 24年 25年 26年 図１５ 交通機関別総観光客の状況 

図１３ 一般客・団体客・修学旅行客数の推移 単位：万人 

単位：万人 

単位：万人 

 図１４ 交通機関別総観光客の割合 

（＋88） 
（▲18） （＋2） 

（+0.5%） 
（+5.1%） （+2.3%） 
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（7）月別・季節別観光客の状況   ①①①①    月別総観光客数の状況月別総観光客数の状況月別総観光客数の状況月別総観光客数の状況       月別に見ると，最も観光客が多かったのは，８月の６５０万人，次いで１１月の６２９ 万人，５月の５９６万人，１０月の５８４万人となっている。 
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  ②②②②    地区別・季節別総観光客数の状況地区別・季節別総観光客数の状況地区別・季節別総観光客数の状況地区別・季節別総観光客数の状況       季節別に見ると，安芸地区，備後地区においては，春に観光客が最も多くなっている。芸北地区，備北地区においては秋に観光客が多くなっている。 
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単位：万人 

単位：万人 図１７ 地区別・季節別総観光客数 

図１６ 月別総観光客数の状況 
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２ 外国人観光客の状況 
 区 分 平成２６年 平成２５年 対前年増減 対前年増減率 外国人観光客数 １，０４７ ８４３ ２０４ ２４．１  平成２６年に本県を訪れた外国人観光客は，１，０４７千人となっており，前年と比べて２０４千人（２４．１％）増加し，３年連続して過去最高を更新した。   
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 次に，地域別に外国人観光客の割合を見ると，アジアからの観光客が全体の３２.１％を占めて最も高く，次いで欧州が２６.４％，アメリカ州が２２.２％となっている。               

        

7.2%(76)中国
4.1%(43)韓国

10.3%(107)台湾
2.1%(22)タイ

8.4%(88)その他ｱｼﾞｱ州
6.2%(65)フランス

4.9%(51)英国
3.6%(38)ドイツ

11.7%(122)その他欧州
17.4%(182)米国

2.5%(26)カナダ2.3%(25)その他ｱﾒﾘｶ州10.9%(114)ｵｰｽﾄﾗﾘｱ0.9%(10)その他大洋州0.5%(5)旧ソ連邦地域
7.0%(73)その他不明

 

単位：千人 
単位：千人，％ 

図１８ 外国人観光客数の推移 
アジア競技大会 9.11 テロ事件 ＳＡＲＳ 

新型インフルエンザ 東日本大震災 

32.1％(336) アジア州 
26.4％(276) 欧州 22.2％(233) アメリカ州 

11.8％(124) 大洋州 
図１９ 国籍・地域別外国人観光客の割合 単位：千人 
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国籍別では，米国が第１位（１８２千人），第２位がオーストラリア（１１４千人），第３位が台湾（１０７千人）の順となっている。    
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 国籍国籍国籍国籍別別別別外国人外国人外国人外国人観光客数の順位（上位１０位）観光客数の順位（上位１０位）観光客数の順位（上位１０位）観光客数の順位（上位１０位）  順位 国籍名 平成２６年 平成２５年 対前年増減 対前年増減率 前年順位 １位 米  国 １８２ １４２ ４０ ２８．３ １位 ２位 オーストラリア １１４ ７９ ３５ ４４．８ ２位 ３位 台  湾 １０７ ６５ ４２ ６４．１ ３位 ４位 中  国 ７６ ６２ １４ ２１．９ ４位 ５位 フランス ６５ ４９ １６ ３２．０ ５位 ６位 英  国 ５１ ４１ １０ ２５．３ ７位 ７位 韓  国 ４３ ４３ ０ ▲１．６ ６位 ８位 ド イ ツ ３８ ３３ ５ １３．１ ８位 ９位 カ ナ ダ ２６ １８ ８ ４７．１ ９位 １０位 タ  イ ２２ １８ ４ ２３．６ １０位  

単位：千人 図２０ 主な国籍・地域別外国人観光客の推移 

単位：千人，％ 
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３ 観光客数及び観光消費額の状況 （1）観光客数の推移    平成２６年の総観光客数は６,１８１万人となり，そのうち入込観光客（注）は，前年に比べて２５万人（０.６％），県外観光客は９万人（０．３％）増加している。    また，地元（市町内）観光客は１,７３７万人で，前年に比べて４７万人（２.８％）増加し，総観光客数に占める割合は２８.１％となっている。    （注）入込観光客：各市町を当該市町の区域外から訪れた観光客   県外観光客 入込観光客 総観光客数(C) (B) + (C) (A)+(B)+(C)元年 656 1,355 2,011 1,747 3,102 3,7582年 667 1,387 2,054 1,774 3,161 3,8283年 696 1,437 2,133 1,831 3,268 3,9644年 711 1,490 2,201 1,845 3,335 4,0465年 749 1,456 2,205 1,817 3,273 4,0226年 817 1,540 2,357 1,959 3,499 4,316実 7年 836 1,553 2,389 1,870 3,423 4,2598年 893 1,651 2,544 1,999 3,650 4,5439年 900 1,746 2,646 2,096 3,842 4,74210年 898 1,678 2,576 1,944 3,622 4,52011年 960 1,788 2,748 2,350 4,138 5,09812年 984 1,753 2,737 2,107 3,860 4,84413年 1,042 1,747 2,789 2,014 3,761 4,80314年 1,126 1,887 3,013 2,048 3,935 5,06115年 1,081 1,891 2,972 2,004 3,895 4,97616年 1,162 1,885 3,047 2,051 3,936 5,09817年 1,212 2,003 3,215 2,341 4,344 5,55618年 1,433 1,945 3,378 2,421 4,366 5,799数 19年 1,434 1,968 3,402 2,359 4,327 5,76120年 1,415 1,886 3,301 2,331 4,217 5,63221年 1,424 1,749 3,173 2,357 4,106 5,53022年 1,462 1,690 3,152 2,425 4,115 5,57723年 1,508 1,559 3,067 2,465 4,024 5,53224年 1,636 1,703 3,339 2,554 4,257 5,89325年 1,690 1,732 3,422 2,687 4,419 6,10926年 1,737 1,748 3,485 2,696 4,444 6,181元年 17.5 (32.6) 36.1 (67.4) 53.5 (100) 46.5 82.5 1002年 17.4 (32.5) 36.2 (67.5) 53.7 (100) 46.3 82.6 1003年 17.6 (32.6) 36.3 (67.4) 53.8 (100) 46.2 82.4 1004年 17.6 (32.3) 36.8 (67.7) 54.4 (100) 45.6 82.4 100構 5年 18.6 (34.0) 36.2 (66.0) 54.8 (100) 45.2 81.4 1006年 18.9 (34.7) 35.7 (65.3) 54.6 (100) 45.4 81.1 1007年 19.6 (35.0) 36.5 (65.0) 56.1 (100) 43.9 80.4 1008年 19.7 (35.1) 36.3 (64.9) 56.0 (100) 44.0 80.3 1009年 19.0 (34.0) 36.8 (66.0) 55.8 (100) 44.2 81.0 10010年 19.9 (34.9) 37.1 (65.1) 57.0 (100) 43.0 80.1 10011年 18.8 (34.9) 35.1 (65.1) 53.9 (100) 46.1 81.2 10012年 20.3 (36.0) 36.2 (64.0) 56.5 (100) 43.5 79.7 100成 13年 21.7 (37.4) 36.4 (62.6) 58.1 (100) 41.9 78.3 10014年 22.2 (37.4) 37.3 (62.6) 59.5 (100) 40.5 77.8 10015年 21.7 (36.4) 38.0 (63.6) 59.7 (100) 40.3 78.3 10016年 22.8 (38.1) 37.0 (61.9) 59.8 (100) 40.2 77.2 10017年 21.8 (37.7) 36.1 (62.3) 57.9 (100) 42.1 78.2 10018年 24.7 (42.4) 33.5 (57.6) 58.3 (100) 41.7 75.3 10019年 24.9 (42.2) 34.2 (57.8) 59.1 (100) 40.9 75.1 10020年 25.1 (42.9) 33.5 (57.1) 58.6 (100) 41.4 74.9 100比 21年 25.8 (44.9) 31.6 (55.1) 57.4 (100) 42.6 74.2 10022年 26.2 (46.4) 30.3 (53.6) 56.5 (100) 43.5 73.8 10023年 27.3 (49.2) 28.2 (50.8) 55.4 (100) 44.6 72.7 10024年 27.8 (49.0) 28.9 (51.0) 56.7 (100) 43.3 72.2 10025年 27.7 (49.4) 28.4 (50.6) 56.0 (100) 44.0 72.3 10026年 28.1 (49.8) 28.3 (50.2) 56.4 (100) 43.6 71.9 100

区分 年次 県　　内　　観　　光　　客地元観光客(A) 市町外観光客(B) 計 (A)+(B)

  

単位：万人，％ 
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（2）観光消費額の状況    平成２６年に，観光客が本県において交通費，宿泊料，みやげ品代，飲食代，入場料などに消費した観光消費額の総額は３,６１０億円で，前年に比べて３０億円（０．８％）の増加となり，過去最高値となった。 また，観光消費額の総額を総観光客数で除した１人当たりの観光消費額（注）は，前年より２０円（０．３％）減少し，５,８４０円となった。 
  図２１ 観光消費額の推移 
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総額（億円）１人当たりの観光消費額（円）

 

 （注）１人当たり観光消費額＝総観光消費額／総観光客数         なお，観光消費額については，各市町が推計したものの集計 
  

（円） （億円） 


